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【歳出の削減】

1 信州学び創造事業費

総合政策課

2 ＧＩＳ活用推進事業費

情報政策課

3 伝わる広報物作成強化事業費

広報県民課

4 庁舎管理事業費

財産活用課

5 自動車統括管理事業費
（公用車利用集中期のレンタ
カーの借上げ）

財産活用課

主な見直し事業一覧

Ｒ ３ 見 直 し 額 3,498

事 業 内 容
「学びの関係人口」を拡大するため、国内外の多様な学び
に触れ、学びに携わる様々な人と交流できるイベント
「Ｌｅａｒｎ ｂｙ Creation ＮＡＧＡＮＯ」を開催しています。

見直し内容・理由
将来的に様々な主体による持続可能な実施体制を構築す
るため、実施方法を実行委員会方式に見直し自主財源を
確保することにより、運営経費の負担額を削減します。

Ｒ ２ 予 算 額 15,576 Ｒ ３ 見 直 し 額 6,576

見直し内容・理由
職員全体の情報発信力を向上させるため、アドバイザーの
個別指導から「情報発信の基礎」、「各メディアの特徴・活
用方法」等を学ぶ研修実施に事業内容を見直します。

Ｒ ２ 予 算 額 1,448 Ｒ ３ 見 直 し 額

Ｒ ２ 予 算 額 792

1,362

事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

事 業 内 容
ＧＩＳの専門家（ＧＩＳ活用推進員）から、技術面での助言・
指導を受けることにより、ＧＩＳの利活用を推進しています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症への対応を契機に、これまで対
面で行っていた業務をオンラインで実施するなど、ＩＣＴの
活用により業務の効率化を進めます。

Ｒ ２ 予 算 額 3,181 Ｒ ３ 見 直 し 額 1,372

事 業 内 容
県民に分かりやすく施策を伝えるため、外部人材による広
報アドバイザー制度を取り入れ、職員の情報発信力の向
上を図っています。

Ｒ ３ 見 直 し 額 792

事 業 内 容
県庁舎等の安全で快適な利用を図るため、必要な維持管
理を行っています。

見直し内容・理由
平成27年２月策定の「施設の有効活用・転用集約化計画」
に基づき、県庁東庁舎・妻科庁舎を廃止・除却し、維持管
理経費を縮減します。

Ｒ ２ 予 算 額 474,291

事 業 内 容
県庁の一括管理公用車について、利用が集中する時期
に、レンタカーを借り上げています。

見直し内容・理由
公用車の稼働実績を踏まえ、レンタカーの借上げは見送る
こととします。
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事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

6 信州ミュージアム・ネットワーク
事業費

信濃美術館整備室

7 男女共同参画推進事業費

人権・男女共同参画課

8 子ども・若者支援地域協議会
事業費

次世代サポート課

9 手話普及関連事業費

障がい者支援課

10 信州省エネ大作戦推進事業費

ゼロカーボン推進室

事 業 内 容
県内美術館・博物館と連携し、夏休み期間中の子ども料金
無料化やスタンプラリーなどの事業を実施しています。

見直し内容・理由
一定の役割を終えた講座等を廃止し、講座のオンライン化
や情報資産の整理により男女共同参画センターの啓発・
発信機能の強化を図ります。

Ｒ ２ 予 算 額 8,051 Ｒ ３ 見 直 し 額 4,349

事 業 内 容
県内４地域に地域協議会を設置し、困難な状況にある子ど
も・若者の社会的自立を支援しています。

見直し内容・理由
県内美術館・博物館のつながりを強化するという所期の目
的を達成したこと、また役割の一部を新県立美術館に引き
継ぎ、展開していくことにより、本事業を廃止します。

Ｒ ２ 予 算 額 5,767 Ｒ ３ 見 直 し 額 5,767

事 業 内 容
ジェンダー平等で持続可能な活力ある社会づくりを進める
ため、家庭、地域、雇用の場における男女共同参画を推
進しています。

見直し内容・理由
これまでの相談日数等の実績を踏まえ、事業費を節減しま
す。

Ｒ ２ 予 算 額 22,566 Ｒ ３ 見 直 し 額 2,790

事 業 内 容
ろう者が地域で安心して暮らせるように、手話を広く普及し
ています。

見直し内容・理由

手話施策重点推進期間（Ｈ28～Ｒ２）を経過したため、手
話講座開催経費を見直すとともに、コロナ禍や災害時など
で遠隔手話システムの活用による情報保障の充実を図りま
す。

Ｒ ２ 予 算 額 4,859 Ｒ ３ 見 直 し 額 2,426

事 業 内 容
電力需要抑制対策として、県内事業者や家庭における効
果的な最大電力需要を抑制するとともに、省エネルギー対
策の取組を推進しています。

見直し内容・理由
より効果的な取組につながるよう事業内容や実施方法を検
討することとし、予算の計上を見送ることとします。

Ｒ ２ 予 算 額 790 Ｒ ３ 見 直 し 額 790
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事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

11 マーケティング支援センター
事業費（ものづくり国内販路
開拓強化事業費）

産業立地・経営支援課

12 航空機産業振興事業費

産業技術課

13 信州日本酒「山恵錦」醸造技
術研究事業費

日本酒・ワイン振興室

14 産業人材育成推進モデル事
業費

人材育成課

15 信州観光ブランド戦略的発信・
販売促進事業費

観光誘客課

事 業 内 容
県外メーカーとの商談機会の提供、マーケティング力の強
化等を通じて、国内メーカー等とのビジネスマッチングを促
進し、県内ものづくり企業の販路開拓を支援しています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえ、オンライン
ツールを活用した販路開拓支援を実施していくことから、
専門展示会への出展支援を見直します。

Ｒ ２ 予 算 額 19,619 Ｒ ３ 見 直 し 額 4,190

事 業 内 容
児童・生徒に熟練の技や地域の企業を身近に感じてもらう
取組を展開し、本県の基幹産業であるものづくり産業を担
う人材の育成を図っています。

見直し内容・理由
「信州・未来のひとづくり塾事業」の講座内容等を見直し、
「地域と未来をつなぐゼミ事業」としてキャリア教育を充実さ
せることとし、本事業を廃止します。

Ｒ ２ 予 算 額 13,499 Ｒ ３ 見 直 し 額 13,499

事 業 内 容
長野県育成品種の酒造好適米「山恵錦」の醸造技術研究
を実施しています。

見直し内容・理由
信州ならではの酒造りを支援する「信州日本酒全国Ｎｏ.１
奪還プロジェクト事業」に統合することとし、本事業を廃止し
ます。

Ｒ ２ 予 算 額 665 Ｒ ３ 見 直 し 額 665

事 業 内 容
県内事業者が統一的な戦略のもとに、旅行商品の開発・
情報発信を連携して実施するため、商談会の開催や商品
造成を支援するほか、メディアトリップを実施しています。

見直し内容・理由

アフターコロナを見据え、長期滞在型観光の推進や信州リ
ピーターの獲得を目的とした商品造成支援を別事業で実
施することとし、本事業の商品造成等に係る経費を節減し
ます。

Ｒ ２ 予 算 額 9,557 Ｒ ３ 見 直 し 額 6,218

事 業 内 容
日本で唯一の航空機システム拠点の実現を目指し、航空
機システム産業の集積を図るため、海外展示会への出展
支援等を実施しています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえ、県内企業
の海外展示会への出展支援や海外販路開拓を目的とした
調査・誘致活動等の実施を見直します。

Ｒ ２ 予 算 額 51,582 Ｒ ３ 見 直 し 額 15,381
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事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

16 ＭＩＣＥ誘致基盤強化事業費

観光誘客課

17 アルクマを活用した長野県
ＰＲ事業費

観光誘客課

18 インバウンド戦略推進事業費

国際観光推進室

19

園芸畜産課

20 ＮＡＧＡＮＯ農業女子ステップ
アップ支援事業費

農村振興課

事 業 内 容

本県の豊かな自然環境や観光資源を活かし、交流人口の
拡大や地域経済の活性化を図るため、誘致推進員を配置
し国際ＭＩＣＥの誘致活動を行うとともに、事業経費を補助
し県内への誘致を推進しています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症の影響によるＭＩＣＥ開催件数の
減少等を踏まえて、ＭＩＣＥ誘致促進補助金等を見直しま
す。

Ｒ ２ 予 算 額 11,981 Ｒ ３ 見 直 し 額 4,052

事 業 内 容
県内外の多くの方に長野県の魅力を認知してもらうため、
長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」を活用したイベント出演
などプロモーションを展開しています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症の影響による各種イベント開催
件数の減少等を踏まえて、イベント出演回数等の事業委
託内容を見直します。

Ｒ ２ 予 算 額 10,180 Ｒ ３ 見 直 し 額 3,193

事 業 内 容
インバウンド誘致を推進するため、プロモーション活動を戦
略的に実施するとともに、外国人旅行者の受入環境の整
備や外国人向けの旅行商品の造成を実施しています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、海外プロモー
ションの実施方法をオンラインに切り替えて実施します。

Ｒ ２ 予 算 額 95,305 Ｒ ３ 見 直 し 額 29,932

事 業 内 容
農業女子による信州農業の魅力発信や若い世代の就農・
移住促進に向けた取組を推進しています。

事 業 内 容
県民の食に対する安全・安心を確保するため、県内で飼
育され、県内と畜場へ出荷される全ての牛を対象とした放
射性物質検査を実施しています。

見直し内容・理由
飼料の安全性が確保され、牛が放射性物質を摂取する恐
れがなく、同検査が終了したことから、本事業を廃止しま
す。

Ｒ ２ 予 算 額 10,641 Ｒ ３ 見 直 し 額 10,641

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症への対応のため、農業女子によ
る移住・就農促進のための相談会等をオンラインに切り替
えて実施します。

Ｒ ２ 予 算 額 3,333 Ｒ ３ 見 直 し 額 2,117

牛肉の放射性物質検査事業費
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事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

21 国際林業技術交流事業費
（国際林業技術交流ネクスト
ステージプロジェクト）

森林政策課

22 山の幸生産振興対策事業費

信州の木活用課

23 野生いのしし拡散防止事業費

鳥獣対策・ジビエ振興室

24 交差汚染防止事業費

鳥獣対策・ジビエ振興室

25 交通安全施設維持管理事業費

警察本部会計課

事 業 内 容
先進的な森林産業を有するフィンランドやオーストリアの技
術を導入し、本県の林業、木材産業の生産性向上等を
図っています。

見直し内容・理由
新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により、事業の
見通しが立たないため、本事業を廃止します。

狩猟者に対して消毒資材の支援を行い、交差汚染防止対
策の徹底を図ることで、未感染地域への豚熱ウイルスの拡
散を防止しています。

Ｒ ２ 予 算 額 2,238 Ｒ ３ 見 直 し 額 2,238

事 業 内 容
きのこ・山菜等の特用林産物の生産を推進するため、長野
県特用林産振興会が実施する生産技術向上等の研修会
やシンポジウム等の取組を支援しています。

見直し内容・理由
生産技術の向上を図るための研修会等の実施により、生
産技術が定着し事業の目的が概ね達成されたことから、本
事業を廃止します。

Ｒ ２ 予 算 額 235 Ｒ ３ 見 直 し 額 235

事 業 内 容
交通の安全と円滑化を確保するため、交通管制センター
の集中制御による信号機の管理・運用や光ビーコンによる
道路情報の収集・提供等を行っています。

見直し内容・理由
交通量の現地調査を実施・検討した上で、集中制御が必
要のない信号機の切り離しや光ビーコン回線の集約化な
どにより、回線専用料を削減します。

Ｒ ２ 予 算 額 129,508 Ｒ ３ 見 直 し 額 7,592

見直し内容・理由
狩猟者に対する交差汚染防止対策の啓発及び消毒資材
の配付により、猟場における狩猟者の消毒対応が浸透した
ことから、本事業を廃止します。

Ｒ ２ 予 算 額 7,513 Ｒ ３ 見 直 し 額 7,513

事 業 内 容
地形的な要所での、いのしし捕獲による封じ込めにより、未
感染地域への豚熱ウイルスの拡散を防止し、養豚農場へ
のウイルス侵入リスクの低減を図っています。

見直し内容・理由
養豚農場の防疫体制の整備が一定程度完了したため、本
事業を廃止します。

Ｒ ２ 予 算 額 137,101 Ｒ ３ 見 直 し 額 137,101

事 業 内 容
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事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

26 学校における先端技術活用
に関する実証事業費
（学習支援システム実践研究）

学びの改革支援課

27 安全・安心のための学校給食
環境整備事業費

保健厚生課

【歳入の確保】

1 県有施設命名権料

道路管理課

※一部の事業について、予算要求概要公表時から変更があります。

項　　　　目 内　　容　及　び　金　額　（千円）

見 直 し 内 容
県の自主財源の確保を図るため、道路施設（歩道橋）にお
いて命名権者が愛称を付与することを承認し、ネーミングラ
イツ料を徴収します。

歳 入 科 目 諸収入 Ｒ ３ 効 果 額 100

見直し内容・理由

平成30年度から県立高校10校で実践研究を行い、生徒の
学習に向かう姿勢が向上するなど所期の目的を達成したこ
とから、本研究の一部を終了します。（２校の統合型校務支
援システムとの連携実証研究は継続）

Ｒ ２ 予 算 額 10,200 Ｒ ３ 見 直 し 額 8,013

事 業 内 容
福島第一原子力発電所事故により放出された放射性物質
の学校給食への不安解消を図るため、学校給食食材の放
射性物質検査を実施し、安全の再確認を実施しています。

事 業 内 容

新学習指導要領の「学びに向かう力」の育成や大学入試
改革での学習履歴の提出に対応するため、学習支援シス
テムを活用した教育実践研究と、統合型校務支援システム
との連携実証研究を行っています。

Ｒ ２ 予 算 額 7,825 Ｒ ３ 見 直 し 額 7,825

見直し内容・理由
平成23年度以降、県が実施する検査において基準値を超
えた食材はなく、民間検査機関での検査も可能であること
から、本事業を廃止します。
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企画振興部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

総合政策課 026-235-7013 026-235-7471 seisaku@pref.nagano.lg.jp

情報政策課 026-235-7138 026-235-0517 joho@pref.nagano.lg.jp

広報県民課 026-235-7054 026-235-7026 koho@pref.nagano.lg.jp

総務部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

財産活用課 026-235-7043 026-235-7474 zaikatsu@pref.nagano.lg.jp

県民文化部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

信濃美術館整備室 026-235-7283 026-235-7284 shinbi@pref.nagano.lg.jp

人権・男女共同参画課 026-235-7106 026-235-7389 jinken-danjo@pref.nagano.lg.jp

次世代サポート課 026-235-7207 026-235-7087 jisedai@pref.nagano.lg.jp

健康福祉部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

障がい者支援課 026-235-7103 026-234-2369 shogai-shien@pref.nagano.lg.jp

環境部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

ゼロカーボン推進室 026-235-7022 026-235-7491 zerocarbon@pref.nagano.lg.jp

産業労働部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

産業立地・経営支援課 026-235-7195 026-235-7496 keieishien@pref.nagano.lg.jp

産業技術課 026-235-7196 026-235-7197 sangi@pref.nagano.lg.jp

日本酒・ワイン振興室 026-235-7126 026-235-7197 jizake@pref.nagano.lg.jp

人材育成課 026-235-7199 026-235-7328 jinzai@pref.nagano.lg.jp

観光部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

観光誘客課 026-235-7253 026-235-7257 kankoshin@pref.nagano.lg.jp

国際観光推進室 026-235-7252 026-235-7256 go-nagano@pref.nagano.lg.jp

農政部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

園芸畜産課 026-235-7227 026-235-7481 enchiku@pref.nagano.lg.jp

農村振興課 026-235-7242 026-235-7483 noson@pref.nagano.lg.jp

林務部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

森林政策課 026-235-7262 026-234-0330 rinsei@pref.nagano.lg.jp

信州の木活用課 026-235-7274 026-235-7364 ringyo@pref.nagano.lg.jp

鳥獣対策・ジビエ振興室 026-235-7273 026-235-7279 choju@pref.nagano.lg.jp

建設部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

道路管理課 026-235-7301 026-235-7369 michikanri@pref.nagano.lg.jp

警察本部

課室名 電話 ファックス メールアドレス

会計課 026-233-0110 026-232-1110 police-kaikei@pref.nagano.lg.jp

教育委員会事務局

課室名 電話 ファックス メールアドレス

学びの改革支援課 026-235-7433 026-235-7495 kyogaku@pref.nagano.lg.jp

保健厚生課 026-235-7443 026-234-5169 hokenko@pref.nagano.lg.jp

《　　連　　絡　　先　　》
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